
大学院学生(平成5年度)

官

室

数

隆

導

納

相

加

攻

群

別

申群

名

隆

鮎

氏

州

松村秀一 D4

橋本千絵 D4

河本敏男 D4

植木浩一郎 D3

小川秀司 D3

扮要直樹 D3

研究テーマ

都井岬の半野生馬に

おけるにおいづけ行

動の研究

加納隆至 スラウェシマカタの

社会生態学的研究

加納隆至 ピグミーチンパンジ

ーの母子間関係

久保田競 頭頂連合野の入出力

関係の研究

久保田競 随意運動の発現機構

の解明

加納隆至 チベットマカクの社

会行動

加納隆至 ヤクシマザルの採食

行動

競

至

田

隆

保

納

久

加

2

2

D

D

俊

香

明羅

中

花

田

注意の神経機構

ニホンザルの採食行

動の発達

松元健二 Dl 久保田競 行動発現にはたす前
頭眼高回及び帯状回

の役割についての神

経生理学的研究

場田 城 Dl 庄武孝義 オナガザル屈の進化
の集団退伝学的研究

田中正之 Dl 小嶋祥三 チンパンジーにおけ
る分類行動

金沢 別 Dl 小嶋祥三 ヒト及びニホンザル
の表情認知に関する

実験的研究

執

帽

糾

絹
4

2

M

M

好

評

鮎

馴

近

長

(休学中)

作業記憶課題遂行中

のサルの前頭連合野

におけるニューロン

活動の解析

桶爾和秀 M2 小嶋祥三 霊長矧 こおける音声

･聴覚の研究

山越 言 M2 杉山事丸 チンパンジーの行動

学的研究

白石陽子 M2 竹中 修 霊長類脳における池

伝子発現の研究

栗田博之 Ml 杉山幸丸 ニホンザルにおける

母子間関係

山根 到 Ml 久保田競 空間位置情報に基づ

いた運動発現機構の

解析

宮本俊彦 Ml 岩本光雄 下肢の運動と形態

奥千姦夫 Ml 岩本光雄 霊長頬聴覚器官の機

能と構造

岡本暁子 Ml 杉山幸丸 チンパンジーにおけ

る個体間関係の実験

的研究

GurjaBelayMl 庄武孝菰 ニホンザルの迫伝的
変異性

研究概要

小林 隆

都井岬の半野生馬の行動学的研究

ウマの排せつ物に対するにおいづけ行動に関し

て.観察および野外実験を行うことによって,に

おいづけの機能を調べる｡

松村秀一

ムーアマカタの社会行動

インドネシア･スラウェシ島においてムーアマ

カクの野外調査をおこない.社会行動の進化に影

響する諸要因を明らかにする｡

楠本千絵

チンパンジーの生態学的研究

ウガンダ･カリンズ森林に生息するチンパンジー

の生態学的研究をおこなう｡

揚妻直樹

霊長類の採食行動

霊長類の採食行動と食物環境 ･気象環境の関係

香.野外での観察や実験を行って明らかにする｡

植木浩一郎

単純視覚性反応時間課題における

GABA抑制の役割

大脳皮質の情報処理機構と伝達物質の役割を解

明するため,神経細胞の活動の記録を行ったり,

モデルの計算捜シミュレーションなどを行った｡

-39-



小川秀司

霊長類の社会行動の理論的研究

霊長頬の利他行動と攻撃的行動の互恵性を,ゲー

ム理論に基づいてシュミレーションを行い,こう

した行動の進化的安定性を検討した｡

花薄明俊

運動視におけるMT野神経細胞の役割

運動視覚刺激の線形,非線形成分及び運動知覚

とアカゲザル脳MT野神経細胞活動の関係を調

べ,運動視知覚形成の脳内過程を調べた｡

田中 番

野生霊長類の採食生態

ニホンザル及びテナガザルにおいて,採食行動

と群れの形態との関連を調査し,霊長類の群れの

機能について考察する｡

嶋田 誠

多座位電気泳動法におけるヒト上科

系統樹の評価

多座位電気泳動法により種系統樹を再構築する

際の仮定串項を検討することにより,変異の維持

機構と進化史との関連を調べる｡

田中正之

チンパンジーによる分類行動

チンパンジーに ｢分類｣行動を学習させ,新奇

状況での自発的分類傾向から.彼らが世界をどう

ようなカテゴリに分けているかを調べる｡

金沢 創

ニホンザルの表情認知

視覚的探索課題をサルに行わせ,顔のどの部分

の動きが ｢表情｣を作り出すかを調べた｡そして

その進化とコミュニケーションの理論的側面につ

いて考察する｡

松元健二

前頭眼高皮質における高次視覚情報処理機構

顔や食べ物などの写真の再現記憶課題遂行時の

前頭眼高回のニューロン活動を解析し,視覚的な

認知や記憶との関わりを考察する｡

橋爾和秀

霊長類における視聴覚の統合

チンパンジーとニホンザルについて.視聴覚間

のクロスモーダルな情報処理の特性を実験的に検

討し,ヒトとの比較をおこなう｡

白石陽子

サル大脳皮質前頭連合野における

特異的遺伝子発現の探索

サブトラクション法により作成した前頭連合野

特異的遺伝子のcDNAライブラリーを用いて,

霊長頬大脳皮質の進化を検討する｡

長谷川良平

作業記憶課題遂行中のサルの前頭連合野

におけるニューロン活動の解析

作業記憶の脳内枝桟を調べるため.眼球運動を

用いた遅延見本合わせ課題遂行中のサルの前頭連

合野から単一ニューロン活動を記鐘する｡

山越 言

野生チンパンジーの社会学的研究

ギニア共和国ポッソウに生息するチンパンジー

群を対象に,群内の個体間関係,近隣群との群問

関係を研究する｡

岡本暁子

飼育下チンパンジーの出会い場面における

社会交渉

屋外放飼場のチンパンジーを対象に,出会い場

面に特徴的な社会交渉の機能と意味も 実験的操

作を加えて観察することにより明らかにする｡

栗田博之

ニホンザルにおける母子間関係

ニホンザルのオトナメスを対象として,その0

歳子との関係について調べ,母親の順位や出産経

敬,および子の性による差異の有無を検討する｡

奥千奈美

霊長類聴覚器官の機能と形態

霊長類の聴覚器官を比較解剖学的視点より形態

描写を行 い,あわせて心理物理学 ･認知J山望学の

成果を利用す ることで聴覚器官の機能の進化上の

意義を解明す る｡
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山根 到

短期記位にもとづいた運動の発現機柄の解明

短期記憶から逆動へ.遊動発現械梢の解明のた

め.遅延リーチング課題遂行中のサルの運動前野

からキューロン活動を記録解析する｡

宮本俊彦

ニホンザル下肢骨の加齢変化について

ニホンザルの下肢骨が加齢とともに変化するこ

とを.年鵬のわかっている標本を用いた計測によ

り明らかにした｡

GurjaBelay

GeneticvariabilityofJapamesomacaques

(Macacafuscata)

でhogeneticvariabilityofJapaneseMacaques

inhibitingindifferentlocalitysofJapanare

screamed electrophoretically,uslng StruCtual

bloodproteinlociasageneticmarker,incom-

parisonwhithinandbetweenthetroops.

総 説

一和文-

1)金沢 創(1993):表情の起源 顔と心一顔の

心理学入門一吉川左紀子他編 サイエンス社

p.2715.

2)金沢 別(1994):動物は泣くか7- ｢涙｣の

進化論- 朝日1テーママガジン なぜ泣く

の!?朝日新聞社 p.100-106.

論 文

一和文-

1)楠本千絵(1993):ウガンダ共和国カリンズ森

林のチンパンジー.霊長類研究,9(2),113-
118.

2)杉浦秀樹･揚妻直樹 ･田中俊明(1993):屋久

島における野生ニホンザルへの餌付け.霊長

類研究.9(3):225-233.

3)田中正之(1993):チンパンジーによる分頬行

動.霊長類研究 9(2),79一也.
4)山越 言 ･松沢哲郎(1993):コートジボアー

ル･ニソバ保護区のチンパンジー.霊長類研

究9(1),13-18.

報告･その他

-和文-

1)拐妻直樹(1993):ヤクザル生息実態調査報告.

苅5輩これからの損害対策に向けて.鹿児島

大学P:巴学部烏臥苔研究会編 pp.173-175.

2)松村秀一(1993):スラウェシのムーアモンキー

の社会.モンキー,247,18-23.

3)奥千奈美 ･片山一道(1994):愛媛県波方町江

口貝塚で出土した縄文人骨.江口貝塚Ⅱ一縄

文後晩期編一変妓大学法文学部考古学研究報

告第3冊 pp.129･134.

4)佐川正敏 ･奥千奈美(1993):中国旧石器時代

遺跡出土嘱乳動物化石一覧.平成4年度文部
省科学研究費補助金 ｢缶点領域研究｣｢先史
モンゴロイド集団の拡散と適応戦略｣A-01

班 ｢拡散集団の適応城略｣研究成果報告書

(研究課題番号04208111)

学会発表

一美文-

1)Hanazawa.A.(1993): Motionperception

rorcompositosin°-wavOgratingpatterns

inrhesusmonkeys:motionfrom feature

and luminanco. Neuroscienco Research,

Suppl.18

2)Hanazawa.A.,Mikami,A.andKubota,K.

(1993):Effectsoriontophoreticallyap-

pliedadrenerglCr∝eptOrantagonistson

visualresponsesorV4neuronsinrhesus

monkeys.Jpn.J.Physiol..Vol.43,Suppl.2

3)Yamakoshi,Gen&Matsuzawa,Tetsuro

AFieldExperimentlnCulturalTransmission

BetweenGroupsOfWildChimpanzees

AtBossou,Guinea.XXⅢ International

EthologicalConference.

一和文-

1)揚妻直樹(1993):屋久島の自然をめぐる現在

の状況.平成5年度京都大学霊長類研究所共
同利用研究会 ･第10回ニホンザルの現況研

究会.

2)拐妻直樹(1993):野生動物保護を目的とした

植生回役方法.平成5年度京都大学霊長頬研

究所共同利用研究会･屋久島のニホンザル地

域個体群の構造と保存.

3)揚妻直樹(1994):ヤクシマザル隣接群の採食･

遊動様式の比較.第41【司日本生態学会訴流要
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旨集,133.
4)揚妻直樹･東英夫 ･後藤俊二(1993):ラジオ
テレメトリーによるニホンザルの体温測定.

第9回日本霊長類学会,霊長類研究,9:283.

5)揚妻直樹･Hill,D.A.(1993):ヤマモモ果実
の豊作年と凶作年におけるヤクシマザルの採

食遊動様式の変化.第40回日本生態学会講読
要旨集.136.
6)安藤一郎･浮口俊之･山根 到･久保田競(1

993):前頭前野へのGABAb阻害剤注入によ
る遅延反応課題の障害 .第70回日本生理学
会大会予稿集

7)花薄明俊 (1993):アカゲザルにおける輝度
に依存しない運動視の存在とその時空間特性.

第 9回日本霊長類学会大会.霊長類研究,

9(3):301
8)花浮明俊 (1993):アカゲザルの視覚系に存
在する2種類の運動検出機構.日本視覚学会

1993年夏期研究会.VBION,5(3):164
9)長谷川良平(1993):眼球運動遅延合わせ課題
遂行中のサル前頭連合野におけるサッカード

方向に関係したニューロン活動の解析.第17
回日本神経科学大会抄録集

10)楠本千絵(1993):ウガンダ共和国カリンズ森
林におけるチンパンジーの生態学的研究 (予

報).第9回日本霊長類学会大会.霊長類研究,

9(3):261.
ll)桶禰和秀･小嶋祥三(1993):見本合わせ課題
を用いたチンパンジーの聴覚記憶の実験的検

討.第9全日本霊長類学会大会.霊長類研究

9(3),p.293
12)橋禰和秀･西垣順子･山崎貴世 ･筒井美加 ･
三玖奈穂･宮原道子 ･西尾 新(1994):飼育
下チンパンジーにおける生後1年までの行動

目録.日本発達心理学会第5回大会.発表論

文集 p.226.
13)桶禰和秀･田辺雄一 ･棚橋 篤 ･堀込亮意(19
94):人工飼育下のチンパンジー乳幼児の行動
発達.第38回プリマ～テス研究会抄録集.
14)金沢 創(1993):ヒトとサルの表情認知に関
する比較心理学的研究.日本心理学会第57

回大会.発表論文集p521.
15)小林隆(1994):都井岬の半野生馬におけるに
おいづけ行動.第41回日本生態学会講演要旨
塊.71.

16)松元健二 ･中村克樹･三上章允 ･久保田競(1
993):さまざまな写真刺激に対するサル前頭
眼高回ニューロンの応答.第70回日本生理
学会大会予稿集

17)松元健二 ･中村蒐樹･三上章允 ･久保田競(1
993):視覚再認記憶課題の遅延期におけるサ
ル前頭眼高皮質ニューロンの活動.第17回
日本神経科学大会抄鐘集

18)松沢哲郎 ･田中正之(1994):ヒトとチンパン
ジーの指さしコミュニケーションの形成.日

本発達心理学会第 5回大会.発表論文集

p230.
19)松沢哲郎 ･山越 言 (1993):コートジボアー
ル･ニソバ保護区のチンパンジーの道具使用.

第9回日本霊長類学会大会.霊長類研究

9(3),p298.
20)宮本俊彦(1993):ニホンザル下肢骨の加齢変
化について.第47匝旧本人頬学会日本民族
学会連合大会,研究発表抄録p.81.
21)小川秀司 (1993):霊長頬におけるしかえし
システムの進化.第9回日本霊長頬学会大会.

霊長矯研究,9:p.296.
22)小川秀司 (1993):霊長類におけるしかえし
システムと弱虫ゲ-ムにおけるTFT戦略.
日本動物行動学会第12回大会.発表要旨集,
P.24.

23)岡本暁子(1994):ハスノ-カシパン(Scaphech
inusmirabilis)の局所的生息と底質の粒度と
の関係.第41回日本生態学会.訴拭要旨典,
p144
24)嶋田誠･野津謙･川本芳･庄武孝義 ･三輪宣
勝(1993):多座位電気泳動法によるヒト上科
系統樹の評価.第9回日本霊長類学会大会.

霊長類研究,9:290
25)白石陽子･橋禰和秀･山越言 ･長谷川良平(1
993):マカクにおける行動収束過程に関する
実験的研究.第9回日本霊長類学会大会.

p.293
26)白石陽子･竹中修(1993):マカカ属サル大脳
皮質前頭連合野における特異発現退伝子の探

索.第66回日本生化学会.
27)杉浦秀樹 ･揚妻直樹 ･田中俊明(1993):西部
林道におけるヤクシマザルの餌付きの実態.

平成5年度京都大学霊長頬研究所共同利用研

究会 ･屋久島のニホンザル地域個体群の構造
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と保存.

28)田中 番 (1993):野生ニホンザルの採食場

所選択とその発達.第40匝旧 木生悠学会大

会.訴流要旨弘 P.133.

29)田中 香 (1993):野生ニホンザルの採食行

動の群問比較.日本動物行動学会第 12回大

会.発表要旨弧 P.35.

30)田中正之(1993):チンパンジーにおける分頬

行動.第9【司日本霊長類学会大会.霊長類研

究 9:p.270.

31)田中正之(1993):チンパンジーによる｢分類｣

とその般化.日本動物心理学会第53回大会.

予稿集plO.

32)田中正之(1993):チンパンジーによる機能的

カテゴリの形成とその般化.日本心理学会第

57回大会.発表論文集p545.

33)田中正之 ･外岡利佳子(1994):ヒトの子ども

とチンパンジーにおける自発的分校の比較.

日本発達心理学会第 5回大会.発表論文集

p229.

34)植木浩一郎(1993):同期的振動現象を記述す

る非線形微分方程式.第 17【司日本神経科学

大会抄録集

35)山越 言 (1993): ｢文化｣を運ぶメス-ギ

ニア,コートジボアールの野生チンパンジー

調査報告.第30回日本アフリカ学会大会.
36)山越 言 ･松沢哲郎 (1993):ポッソウのチ

ンパンジーによる石を使ったコウラの実割り

行動.第9回日本霊長類学会大会.霊長類研

究 9(3),p264.

外国人研究員

氏 名 受入教官 研究課題 招へい期間

IverH. 松沢哲郎 チンパンジーに 4.6.24

Ⅰversen おける刺激等価 ～

性の研究 5.4.23

招へい外国人学者

氏 名 受入教官 研究課題 招へい期間

ⅠverH. 松沢哲郎 チンパンジーに 5.4.24

Ⅰversen おける刺激等価 ～

性の研究 5.8.18

外国人共同研究者

氏 名 受入教官 研究課題 招へい期間

Vera 松沢哲郎 チンパンジーに 5.6.8

Walraven おける認知機能 ～

の研究 5.6.28

Bambang竹中 修 インドネシア国 5.6.18

Suryobroto スラウェシ島マ ～

カカ屈サルの分 5.9.17

子系統学

Vanessa 杉山幸丸 霊長,乱 とくに 6.3.29

JaneHayes ニホンザルの行 ～

動･生態学的研 7.3.28

究

研 修 員

氏 名 受入教官 研修題目 研修期間

芝原組子 大洋秀行 性行動発現メカ 5.4.1

ニズムの種間比 ～

校 6.3.31

竹中晃子 竹中 修 カニクイザルの 5.4.1

α-グロビン通 ～

伝子領域に見出 6.3.31

された未知プロ

セスト退伝子に

ついて

小高 泰 三上奇允 前頭桑における 5.5.1

偶稚処理桟構 ～
6.3.31

瀬戸口 加納隆至 愛知県北西部に 5.8.1

美恵子 生息するニホン ～

リスの個体数及 6.3.31

び年齢構成の調

査

日本学術振興会特別研究員

氏 名 相中教官 研究課題 研修期間

目上桝司 松沢哲郎 霊長類における 4.4.1

利他的行動の実 ～

験的分析 6.3.31

上野吉- 小嶋群三 フサオマキザル 5.4.1

における嘆覚コ ～
ミュニケ-ショ 6.2.28

ンの実験的分析
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